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大学における
研究データ管理

おもにシドニー大学の事例から

北海道大学附属図書館 児玉陽子



“Australian Code for the   Responsible Conduct of Research “
2007年,  2018年

・National Health and Medical Research Council 
・Australian Research Council 
・Universities Australia

From:https://www.nhmrc.gov.au/about-us/publications/australian-code-responsible-conduct-research-2018



“RESEARCH DATA MANAGEMENT POLICY 2014”

研究データとは
研究データ管理プラン
研究データの保管期間
研究データの所有権
“研究者はデータやメタデータを適切なアーカイブ/レポジトリ
に保存する際に図書館に相談すること” （12条3項）

From:http://sydney.edu.au/policies/showdoc.aspx?recnum=PDOC2013/337&RendNum=0



研究データ管理プラン

『データを管理する』→
『研究データ管理計画書を作る』→
ダッシュボード

利用者はログイン後、フォームに記入していく

From:https://library.sydney.edu.au/research/manage-data.html



研究データの保管

シドニー・インフォマティックス・ハブが担当

各種ストレージの案内
利用講習会の開催
図書館のRDMサイトからリンク

From:https://sydneyuni.servicenow.com/sm?id=kb_article_view&sysparm_article=KB0013832&sys_kb_id=c7df8560db1200180eb
1cd051496199a



横列 ストレージ名

eNotebook
REDCap
オフィス365
リサーチ・データ・ストア
ドロップボックス など



縦列 ストレージの特性

センシティブデータ（取扱い要注意データ）を保存できる？
外部の共同研究者がアクセス可能か
使用量の限度の有無
バックアップやリカバリーの保証があるか

「データは豪州国内に保存されるか」：
個人指標を含む健康情報 国内やニューサウスウェルズ州内に保存することという法的な要請

「機密」「高機密」とは何か
暗号化の案内
→大学の“サービス・ポータル”で説明



eNotebook

ウェブベースの電子版実験ノートのようなもの

他の利用者とデータを共有したり、キーワード検索ができるな
ど、紙の実験ノートにはない特性を備えている

プラットフォーム： Lab Archives

From:https://www.labarchives.com/



研究データを公開するためのガイド

第1段階 データを公開できるかを決める
第2段階 適切な公開場所をみつける
第3段階 データを記述する
第4段階 適したファイルフォーマットにする
第5段階 適切なライセンスを選ぶ
第6段階 永続識別子をつける

From:Data Publication : Home
https://libguides.library.usyd.edu.au/datapublication



大学のレポジトリにて公開したい場合

“データ公開リクエストフォーム”から必要事項を記入して送信。

このときにデータに付与するライセンスも研究者がつけること
になっている。

https://library.sydney.edu.au/research/publish-data.html



分野別のレポジトリを探すツール re3data.org

汎用レポジトリ Figshare

汎用レポジトリ Dryad 



広報・セミナー

研究室訪問 生物・医学系の教員→よく理解を示してくれた
対象→若手研究者・学生を主なターゲットとしていくとよい

『研究データ管理で知っておくべきこと』というタイトルのセミナー（一例）
研究データ管理の重要性を理解する
豪州および当大学の研究データ管理ポリシーとは
研究データ管理の基準を満たすには～計画書の作成～
研究データ管理のためのツールやサポートを知る

2015年までスタッフ１名体制。
現在はマネージャー１名、データマネジングチーム４名、レポジトリ担当３名



現在抱えている課題

100ギガバイトを超える大容量のデータの公開は難しい。

内部システムの統合の問題。システム間で通信できないものもあり、二重にデータ入力
をお願いすることに。

データ公開までの手順が手作業であること。

北海道大学附属図書館の取組みの報告
GakuNinRDMは知っている。



モナッシュ大学の事例

出版物の公開 ピュア(Pure)

研究成果

研究データの公開 モナッシュ・フィグシェア（Monash.Figshare)



エルゼビア社のピュア

Scopus（スコーパス）を元データとする研究者プロファイリングツール
研究活動の分析および研究成果の発信

大きな特徴：Scopusの情報について教員の論文情報と教員の情報を高精度の
名寄せ使ってデータ整備を行い、約2週間ごとに自動更新

日本でも導入実績がある

学外へ公開することも、学内向けの利用とすることも



モナッシュ・フィグシェア（Monash.Figshare)

Figshareのサブスクリプション版
教員がダイレクトに投稿

https://monash.figshare.com/

今回の報告については「情報の科学と技術」に掲載予定


